
目指す学校像

組織づくり

学校経営方針

幼児児童生徒一人一人の障害の状態や特性に応じ
た教育を行い、たくましく生きる力と豊かな心
で、いきいきと生活する人間の育成を図る。

・各学部の特色を活かしながら、一貫した教育を行う。
・健康・安全に留意し、自立的に生活する力の育成に努める。
・生活体験の拡大を図り、豊かな個性の伸長に努める。
・学校間や地域との交流を通して、広く豊かな人間関係づくりに努め、社会性の向上を図る。
・幼児児童生徒の実態に応じた適切な進路指導を行う。
・家庭や教育・医療・福祉・保健・労働機関との連携を密にし、共通理解と協力のもとに、より効果的な教育を行う。

研究テーマ(理念の共有化）

一人一人の思いを読み取り、自己実現を目指す授業づくり

理念の共有化やミドルリーダーの
活用により、アメーバ型組織の特
徴を生かし、より機能的な組織づ
くりに取り組む。

OJT・メンタリング等の活用や目
標管理システムの導入により、高
い専門性を有する教員づくりに取
り組む。
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笑顔とやさしい言葉に満ちあふれた学校

人づくり 教育目標

１ 学習指導
（共通項目）

２ 生活指導
（共通項目）

３ 進路指導
（共通項目）

４ 保健・安全管理
（独自項目）

５ ＰＴＡ活動
（独自項目）

６ 研究・研修
（独自項目）

７ 教育相談
（独自項目）

8 情報管理
（独自項目）

9 寄宿舎
（独自項目）

教務部 生徒指導部 進路指導部 保健安全部 庶務交流部 図書･研究部 教育相談部 情報管理部 舎務部

・個のニーズに応じ
た自立活動の充実を
目指す。

・幼児児童生徒が安
心して安全に過ごせ
る環境作りに努め
る。

・幼児児童生徒の、
社会への円滑な移行
を実現する。

・自立活動の指導の
目標を明確にして学
習内容を設定する。
・教員間の連携を図
る。

・幼児児童生徒の自
己実現と進路先の決
定を目指し、体験学
習や進路学習を計画
的に実施する。
・保護者および教職
員に対する研修や進
路に関する情報の充
実を図る。

・幼児児童生徒の口
腔内の衛生指導に取
り組み、健康の増進
を図る。
・避難訓練や防犯研
修を充実させる。危
険箇所を早期に発見
し、対策を講じるこ
とで事故を未然に防
ぐ。

・グループ毎に、事
例研究を通して授業
実践・活動実践に取
り組む。またICFの理
念を教育実践に即し
て具体的に理解する
ために、他校･他学部
の実践報告を聞く機
会を設ける。

・地域の幼保・小・
中・高校の気がかりな
子どもたちの担当者が
適切な支援を行えるよ
うに家庭や各機関と連
携を図りながら、相談
活動を行う。
・学校見学会の実施、
教育相談便り、HPの作
成を通して、保護者を
含む地域の人々が、本
校の教育活動への理解
を深める機会を増や

・保護者・教職員の
協力関係や理解を深
めるために、充実し
たＰＴＡ活動を推進
する。

・交通安全に対する
幼児児童生徒や教職
員・保護者の意識を
高め、交通安全対策
などの充実を図り、
安全な登下校に努め
る。

・保護者同士および
保護者と教職員がＰ
ＴＡ活動を通して意
見交換できるように
工夫する。

具体的な取組み

・地域や保護者との
連携を深めるために
情報を収集、発信で
きるホームページ作
りを図るとともに、
セキュリティに十分
気をつけながら情報
資産を利活用した授
業等での取り組みの
推進を図る。

・寄宿舎生が舎の生
活や活動を自ら計画
し、実行することが
できるよう、発達段
階に応じた指導方法
の改善に取り組む。

一人一人の思いを読み取り、自己実現を目指す授業づくり
～ICFの理念に基づいた取り組み～

重点目標

・幼児児童生徒の健康
で安全な生活の維持・
向上に努める。
・教職員および幼児児
童生徒の危機対応能力
の向上を図る。安全に
学校生活を過ごせる環
境を整える。

・ICFの理念に基づ
き、個々に応じた支
援を目指す。

・幼児児童生徒の家
庭や彼らが関わる
様々な機関と連携を
図り、地域の子ども
たちが、生活しやす
くなるよう支援す
る。

・学校ホームページ
のよりいっそうの充
実を図るとともに、
情報資産の利活用と
利便性を向上させる
ために共有化を推進
する。

・寄宿舎生が自分の
願いを持ち、それを
実現するために自ら
が考え、行動できる
よう支援する。

を深める機会を増や
す。


